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子どもが主体的に取り組む授業を実現する一つの方法として，出店形式による授業(出庖授業)

が挙げられる。しかしながら，出庖授業に関し，その方法や概括的な実践報告はなされてはいる

ものの，そのような授業が子どもたちの認知面や情意面へ及ぼす影響などを調査し，その結果や

示唆などを報告しているものはあまりみられない。それゆえ，そのような授業の有効性や，授業

における留意点など，不明確な点も多い。

そこで，本研究においては，中学校 2年生を対象とした，出店形式による授業や事後アンケー

トを計画・実施し，出店授業における子どもの様相を多角的な観点から探ることにした。その結

果，多くの子どもは，出店授業を肯定的に捉えていたこと，さらには，出庖授業において説明の

ための準備が極めて重要であることなどが分かつた。また，そのことに関連し，出店準備に対す

る時間配分や指導上の注意点も示唆された。

1.問題の所在およZ期究の目的・方法

子どもが主体的に取り組む授業は，言寄髄命的に見ても

重要であり，多くの教師が目指しているところの授業で

もある。本研究では，そのような授業を実現する一つの

方法として，出庖形式による授業(以下，出庖授業と略

記する)に着目する。なせなら出庖授業は，その授業の

大半が子どもたちの取り組みであるという性質上，生徒

主導型の授業になりやすいと思われたからである。

しかしながら，出店授業について，その方法や概括的

な実践報告はなされてはいるものの，そのような授業が

子どもたちの認知面や情意面へ及ぼす影響などを調査し，

その結果や示唆などを報告しているものはあまりみられ

ない。そこで本研究では，中学校2年生を対象として実

施した出庖授業について，授業後のアンケートを通して

検討し，出庖授業における子どもの様相や，新たに得ら

れた知見などについて報告する。

2.出庖について(福森ほか，2002， pp.112-117を要約)
(1) 11'出居』とは

出庖とは，各庖(即ごとに問題を担当し，それを説

明する庖番(子ども)とそれを教えてもらったり，その

答えを確認したりするお客(子ども)がいる授業のこと

である。

(2)出店授業のねらい

-考えたことを相手に分かるように説明することがで

きるようにさせる。

・自分たちで学び，問題を解決させる。

-いろいろな人と教え合いをすることで表現力や理解

力を伸ばす。

ω出庖授業の手順
出店授業は，主に次のような手順で進められる。

《問題把握))

1.問題把握(個人):問題のプリント等を配り，寸直り

全ての問題に目を通させる。また，どの問題か取り

組みやすいか，難しそうか考えさせる。

2.問題解決(個人):各自でやりやすい問題から解かせ

る。分かった問題，分からなかった問題を確認させ，

分からなかった問題については，何が分からなかっ

たのか確認させる。

3.問題決定(加:各班でどの問題を担当したいか決め

させる。第1希望はやりたい問題，第2希望は他の

班がやりそうもない問題を選択させると決まりやす

い。

4.調整:各班の担当問題を班長か百し合って決めさせる。

バランスよく分かれるようにする。

《出庖準備》

5.問題解決(船:担当した問題について，班員全員が

クラスのみんなに教えられる状態になるように，お

互いに話し合わせ，教えあわせる。

《出底本番》

6.出底準備:前半に説明する人後半に説明する人に分

かれさせる。出庖の隊形に机を移動させ，各班の場

所に問題番号を掲示させる。黒板にも図示し，どこ

の班で何を教えてくれるのか分かりゃすくしておく。

7.出庖前半:前半担当者は，庖番についてお客が来たら
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説明する。後半担当者は，各お庖をまわり，全ての

問題か司醗できるようにする。

8.出店後半:}苫番を前半担当者から，後半担当者に交代

し，今まで説明していた人たちが，お客になって各

お庖を回る。

9.評価:説明の上手だった人や感想なと、をワークシート

に記入する。

3.調査の概要

(t)出店授業の計画と実施

前章で示した出店授業の大まかな桔L組みを基に，本研

究において計画・実施した出庖授業の概要は以下に示す

通りである。

対象:中学校2年生3クラス(1クラス約40人)

実施時期:2∞4年7月中旬
授業時間:1クラス3"'4時間分(1時間は40分)

使用問題:連立方程式と一次関数の問題(各クラス共

通で全5問:資料1参照)

調査の対象は，中学校2年生3クラスであり，各クラ

スとも，男子約20名，女子約20名の合わせて約40名が

在籍している。実施時期は， 2∞4年7月中旬であり， r式
の計算」や I連立方程式J.r一次関数Jの単元を→Eり
終えた時期であった。また授業時間数としては，普段

の数学の授業時間のうち，1クラス3"'4時間分(ただし，

短縮授業期間中であったため全時間40分ずつ)を割り当

てた。具体的には， r問題把握Jの時間として1時間， r出
庖準備Jの時間として1勺時間(時間数の都合上， 1ク

ラスだけ1時間しか割り当てられなかった)， r出店本番J
の時間として1時間を割り当てた。

各時間における授業内容としては，次の通りであった。

まず"r問題把握」の時間においては，クラスの生徒を出
席番号に基づいて， 5つの班(各班，男子約4名，女子

約4名の計8名)に分け，相談によって各班がどの問題

を担当するかを決定させた。使用した問題は，全クラス

共通で全5聞からなり，生徒が容易には解けないであろ

うと予想される問題を，既習の内容から用意した。また，

出店本番における前半，後半の順番を，男女が均等に分

かれるよう相談で決定させた。その後の時間は，班毎に

担当する問題の協同的問題解決に費やした。

次に， r出店準備」の時間では，出底本番を想定し，前
時で解決させた問題を，他の人(お客)にどのように説

明するか，どのように説明したら分かってもらえるかを

班毎に相談させた。班によっては，説明する際に用いる

プリントなどを作成しているところもあった。また，準

備を終えた班に対しては，本番に備え，担当する問題以

外の問題にも目を通しておくよう指示した。ここまでの

授業は，全て各ホームルームUIR)で行った。

最後に， r出庖本番」は，各出底への移動が混雑するこ
とが予想されたため，特別教室(マルチメディアホール:

MMH)に移動して行った。初めの 5分程度で，各出店

の庖出しの準備をさせ，残り時間は半分ずつ，前半・後

半で庖番と庖めぐりをさせた。以上のことをまとめると，

表1のようになる。

表1.授業内容と時間数

使用教室 A組 B組 C組

1.問題把握(班決め・問題解肉 m 1 1 1 

2.出唐準備僻説の準備) m 2 1 2 

3.出唐本番(J.5出し・眉めぐり) 恥品任f 1 1 1 

計(時間数) 4 3 4 

ωアンケート項目
本研究では，前述した研究の目的を達成するために，

生徒に対し，出庖授業で「担当した問題lや，「解説を聞

いた問題J，さらには「出店授業全体」に関するアンケー

トを計画・実施した。アンケート用紙自体は「出底本番J

の授業の初めに配布していた杭提出は授業後，各自で

記入して，クラスの代表者に提出するよう指示していた。

アンケート項目は，概ね次の通りである(実際のものは，

資料2を参照のこと)。

1.担当した問題について

(1)担当した問題はきちんと理解することができまし

たか?

包)担当した問題を人に説明する準備はしっかりとで

きましたか?

匂)担当した問題を他の人にうまく説明できたと思い

ますか?

(4)説明する前と説明した後では，担当する問題の理

解度は変わりましたか?

2.解説を聞いた問題について

(I)問題の解説を聞いて，その問題をよく理解するこ

とができましたか?(問題1"'5) 

ωよく理解できた解説について，その解説の何がよ
かったと，思いますか?できるかぎり詳しく書い

てください。

(3)よく理解で、きなかった解説について，その解説の

何がいけなかったとd思いますか?できるかぎり

詳しく書いてください。

3.出庖学習について

(I)このような出庖形式の授業は楽しかったで、すか?

ωこのような出庖形式の授業は，数学の勉強のため
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になると思いますか?

ωこのような出居形式の授業で，一番苦労した点は
なんですか?

(4)このような出居形式の授業について，今後またや

ってみたいですか?

匂)(4)について，そう思うのはなぜですか?理由を

できるだけたくさん書いてください。

4.その他(自由記述)

4.調査結果

本章では，前章で示した各アンケート項目に対する調

査結果を提示する。その際，比較が容易にできるよう，

まず，各クラスの結果と全体の結果とを分けて，表にし

て提示し，その後，各クラス聞や全体としての回答傾向

について，特徴的なものに言及することにする。なお，

アンケート項目の未記入や，どの選択肢を選択したのか

判断できないものは集計から除いたため，合計数は各項

目やクラス毎に異なっている。

4-1.担当した問題について

(I)担当した問題はきちんと理解することかできました

か?

A B C 

19 17 18 I 54 
1.大変よく理解できた | (475%) 60.0%) (47.4%) 1(482均

2.よく理解できた
19 12 15 
(475%) 。53%)。95%)

3.どちらかといえば理塀 2 2 4 

できた σ.0%) σ.9%) (105%) 

4.どちらかといえば理解 。 1 1 

できなかった (0.0%) (2.9%) (2.6%) 

5.あまりよく理解できな 。 1 。
かった (0.0%) (2.9%) (0.0%) 

6.ほとんど理解できなか 。 1 。
った (0.0%) (2.9%) (0.0%) 

計 40 34 38 

この項目に対する生徒の回答においては，全体として，

95%以上の生徒が背定的な回答を，さらには，約90%の

生徒が「よく理解できたJもしくは「大変よく理解でき

たj という回答をしていることから，班ごとの協同的問

題解決は成功的であったことが伺える。また，この項目

では，クラス間の差は特に見られないようであった。

ω担当した問題を人に説明する準備はしっかりとでき
ましたか?

可

A B C 全体 d

1.大変ょくできた
3 5 3 11 
σ5%) ，(14.7%) (7.9%) (9.8%) 

20 10 16 46 
2.よくできた

(50.0%) (29.4%) (42.1%) (41.1%) : 

3.どちらかといえばでき 13 13 34 

た 。25%) (235%) (342%) (却1.4%)i
4.どちらかといえばでき 4 二;4、内 5 

(11日.6%)2 なかった (10.0%) (11.8%) (132%) 

5.あまりよくできなかっ 。 5 。 5 
た (0.0%) (14.7%) (0.0%) (45%) ! 

6.ほとんどできなかった
。 2 1 3 
(0.0%) (5:拘) (2.6%) (27%) 

計 40 34 38 1t 2 

この項目に対する生徒の回答では，全榊句に剖%以上

の生徒が，肯定的な回答を示しており，大半の生徒は比

較的よく説明の準備をすることカ?できたと感じているよ

うであった。しかしながら，Bクラスに着目してみると，

そのクラスの生徒は，他のクラスと比べ，相対的に否定

的な回答(つまり，あまり準備かできなかった)を示し

ている生徒が多いことが伺える(A.:10%， B: 324%， 
C: 15.8%)。このことについては次章で検討する。

ω担当した問題を他の人にうまく説明できたと思いま
すか?

イを

A I B I c r全体;
2 2 3 7 j 

1.大変うまく説明できた (5.1%，) 1 (65%) σ'.9%) I (65'%;)J 
14 1 5 9 128 

2.うまく説明できた 。5.9%1)I (16.1%>) I (:2.7%>) 1 (:詰.9均;
3.どちらかといえばうま 18 17 I 18 I 53 ま
く説明できた (462%1) 1 (54.8%>) 1 (47.4%>) 1 (49，1均ゐ

4.どちらかといえばうま 4 3 5 I 12 
く説明できなかった (103%) 0.7%) 1 (132%>) 1'(11.1%}; 
5.あまりうまく説明でき 1 2 3 1， 6 ' J 
なかった (2.6%>) 1 (165%) σ9%，) 1'(5.6'%)マ

6.ほとんどうまく説明で o 2 0 1"2 

きなかった 仰%)何%，)I (0.，0%) '，(i.9%) 

計 39 31 381081 

この項目に対する生徒の回答も，全体的に80%以上の

生徒が，肯定的な回答を示しており，大半の生徒は他

の人に対して比側句うまく説明できたと感じているよう

であった。この項目では，クラス聞の差は特に見られな

いようである。
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(4)説明する前と説明した後では，担当する問題の理解

度は変わりましたか?

A 

1.ものすごく変わった I(1~%) 
2.けっこう変わった

15 γ4 

。75%) 。1.8%)

3.どちらかといえば変わ 15 
った 。75%))(41.2%) I (343%) 
4.どちらかといえば変わ 2 

22{145 3%} らなかった (5.0%) 

5.あまり変わらなかった
2 

σ.0%) 

6.ほとんど変わらなかっ 1 

た 。5%)

計 40 

一般的に，他の人に説明することで理解度が増すとい

うことはよく言われる。そこで，生徒の実際の感じ方を

調べるためにこの項目を設定した。当初の予想、は，あま

りいい結果を期待してはいなかったが，意外にも多くの

生徒 (77.1%)が，説明することで理解度が少しでも増

したと感じているようで、あった。しかしながら，前述し

た「説明するための準備Jに関するアンケート項目と同

様に， Bクラスだけは，他の2つのクラスと比べ，否定

的な回答(つまり，あまり理解度は変わらなかった)を

示している生徒が多いことが伺える(A:125%，B:44.1%， 

C: 143%)。このことについても，次章で検討する。

4-2.解説を聞いた問題について

(1)問題の解説を聞いて，その問題をよく理解すること

ができましたか?

[問題1] A B C 

1.大変よく理解できた
8 2 15 2s 
(24.2%) (8.7%) (50.0%) (29.1%)¥ 

2.よく理解できた
16 
(485%) 

3.どちらかといえ同涯解 7 7 4 

“qmE38型守できた (21.2%) (却.4%) (133%) 

4.どちらかといえ防湿解 2 1 。
できなかった (6.1%) (43%) (0.0%) (35%)~ 

5.あまりよく理解できな 。 1 1 

1JLo4be a 叫かった (0.0%) 」何%) (33%) 

6.ほとんど理解できなか 。 。 。
った (0.0%) (0.0%) (0.0%) 

計 33 23 30 86 

[問題2]

1.大変よく理解できた

2.よく理解できた

3.どちらかといえば理解

できた

4.どちらかといえば理解

できなかった

5.あまりよく理解できな

かった

6.ほとんど理解できなか

った

計

[問題3]

1.大変よく理解できた

2.よく理解できた

3.どちらかといえば理解

できた

4.どちらかといえば理解

できなかった

5.あまりよく理解できな

かった

6.ほとんど理解できなか

った

計

[問題4

1.大変よく理解できた

2.よく理解できた

3.どちらかといえば理解

できた

4.どちらかといえば理解

できなかった

5.あまりよく理解できな

かった

6.ほとんど理解できなか

った

計
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付γj. 

A B C 3全体

7 5 14 26 〆

(21.9%) (却.8%) μ3.8%) (295%): 

14 11 15 40 
(43.8%) (45.8%) (46.9%) (4559も}

10 5 3 
(却158%} 。13%) (却.8%) 。.4%)

1 。 。 1 
。.1%) (0.0%) (0.0%) I (1.19も}。 1 。

0.1 1%) (0.0%) (4.2%) (0.0%) 。 2 。
.(23日 29る}(0.0%) (83%) (0.0%) 

32 24 32 

A B C 全体

12 11 14 ぐぎ7
(36.4%) (40.7%) (ω.9%) (44.6%) 

16 14 8 
(汁4f53183%J}i;; 

(485%) σ1.9%) (34.8%) 

3 2 1 '， ~ig~)… (9.1%) σ.4%) (43%) 

2 。 。
(6.1%) (0.0%) (0.0%) (24'後，f'f。 。 。

0.0o %}  ・3(0.0%) (0.0%) (0.0%) 。 。 。 O 
(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) 

33 27 23 部
， • 

A B C |…全体 s

12 10 17 
{43339 %} (343%) 。7.0%) (印.7%)

17 12 6 
{諸3鰯5〉f i 

(48.6%) (44.4%) (21.4%) 

6 4 2 

バ5e翌3so2%登~21(17.1%) (14.8%) (7.1%) 。 。 。
(0.0%) (0β%) (0.0%) 。 1 3 

3{4A4%3 }? (0.0%) (3.7%) (10.7%) 。 。 。 O 
(0.0%) (0.0%) (0.仰の (0)慨 1);

35 27 28 開 U

y 



[問題5] A B C 全体

18 11 23 52 
1.大変よく理解できた

(545%) (40.7%) σ6.7%) (57.8%); 

2.よく理解できた
12 11 5 認

。6.4%) (40.7%) (16.7%) 。1.19る')i

3.どちらかといえば理解 3 4 。
σJ7S%r)守¥ できた (9.1%) (14.8%) (0，仰の

4.どちらかといえば理解 。 1 2 (3~%f:j できなかった (0.0%) (3.7%) (6.7%) 

5.あまりよく理解できな 。 。 。
(0;仰oのかった (0.0%) (0.0%) (0.0%) 

6.ほとんど理解できなか 。 。 。 。、信
った (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%): 

計 33 27 30 
れ

如

このアンケート項目は， 5つの問題それぞれに対して

行った。結果的には，各問題間でさほど違いは見られな

かった。各問題ともに，肯定的な回答をした生徒は合わ

せて，全て 95%前後(問題 1:94.2%，問題2:955%， 

問題3:97.6%，問題4:95.6%，問題5:96.7%)であり，

さらには， r大変よく理解できたJと「よく理解できたJ
を選んだ生徒だけでも， 70%から卯%の範囲に収まって

いた(問題1:733%，問題2:75.0%，問題3:卯.4%，

問題4:82.2%，問題5:88.9%)。このことから，ほとん

どの生徒は，他の人の説明を聞いて，その問題をある程

度理解できたと感じているようであった。

ωよく理解できた解説について，その解説の何がよか
ったと思いますか?

この項目は，選択肢ではなく，自由言由主にしたため，

様々な意見が生徒から出された債料3を参照)。その中

でも，特に「説明する際に用いたプリントJに関する記

述が多く見られ「プリントが分かりゃすかったJ，r図や
表があってよかったJ，rプリントを読むだけでなく，き
ちんと説明してくれたJ等の意見が見られた。また他に

も， r質問にきちんと答えてくれた」や「式の意味まで説
明してくれたJ等の意見も多く見られた。

。)よく理解できなかった解説について，その解説の何

がいけなかったと思いますか?

この項目も，先のアンケート項目と同様に，自由記述

であるため，多くの意見が出された償料4を参照)。そ

の中でも多く見られた回答には，「解説が速い」といった

ことや， rプリントをただ渡すだけ，読むだけJといった
こと，さらには「鞠首不足Jや「解説者があまりよく理

解できていなしりといった意見もあった。

4-3.出店学習について

(1)このような出店形式の授業は楽しかったですか?

A B C 全体

1.すごく楽しかった
4 o 5 9 
(10.0%) (0.0%) (132%) (8.0%) 

2.けっこう楽しかった
28 8 21 57 
σ0.0%) (235%) σ53%) {却.9%)、

3.どちらかといえば楽し 8 17 7 32 
かった (却.0%) (50!慨) (18.4%) (28.6%) J 

4.どちらかといえば3楽し 。 4 4 8 
くなかった (0.0%) (11.8%) (105%) σ'.1%) 。 4 1 5 
5.あまり楽しくなかった

(0.0%) (11.89る) (2.6%) (45%) J 

6.まったく楽しくなかっ 。 1 。 1 
ミ

た (0.0%) (2.9%) (0;切ら) (0.9<)る)， 

計 40 34、 38 
一…v

この項目に対して，肯定的な回答をした生徒は全体の

875%であり，逆に否定的な回答をした生徒は 125%で

あったことから，多くの生徒は出店授業を楽しいと感じ

ていたことが伺える。しかしながら，否定的な回答をし

た生徒の多くはBクラスに集中しており，またBクラス

だけ「すごく楽しかったjや「けっこう楽しかったJと

答えた生徒の比率が極端に低い(A.: 80%， B: 235%， 

C:68.4%)ことから， Bクラスは，他の2クラスと比べ，

出底授業をさほど楽しいと防毒じていなかったことが分

かる。

。)このような出庖形式の授業は，数学の勉強のために

なると思いますか?

1.すごくなる

A 

2.けっこうなる

3.どちらかといえばなる

4.どちらかといえばならない

5.あまりならない

6.まったくならない

計

この項目に対しては，全体の93.8%もの生徒が，肯定

的な回答をしている。生徒は，意外なほど出底授業の意

義を感じていたようであった。しかしながらここでもま

た， Bクラスの生徒の回答の傾向は，他の2クラスと比

べて異なっているようであった。例えは「すごくなる」

no 
n
r
u
 

n
L
 



223%であったことから，多くの生徒はどちらかといえ

ば出底授業をもう一度やりたいと感じていることが伺

える。しかしながら，ここでもまた，否定的な回答をし

た生徒の多くはBクラスに集中しており，やりたいと答

えた生徒とやりたくないと答えた生徒の比は， Aクラス

で9:1， Cクラスで8:2程度なのに対し， Bクラスで

は半々であった。このことは，このアンケート項目方霊

択した選択肢の理由を問う，次の質問に対する回答にも

表れている償料5を参照)。その理由について， AとC

クラスでは肯定的な意見の方が否定的な意見よりも圧倒

的に多い。それに比べ.Bクラスでは，肯定的な意見よ

りも，むしろ否定的な意見の方が多い。その主要なもの

には，例えば「時間がかかるJや， r説明が難しい，大変，
面倒くさいjといった意見が数多く見られた。

と答えた生徒は， Aクラスで325%，Cクラスで28.9%

なのに対し.Bクラスでは0%，つまり誰もいなかった。

また.rどちらかといえばなる」と答えた生徒t乱Aクラ
スで175%，Cクラスで263%なのに対し， Bクラスで

は55.9%と極端に多い結果となった。

。)このような出庖形式の授業で，一番苦労した点はな

んですか?

5.調査結果の分析・考察

本章では，前章で提示した調査結果を分析・検討し，

出庖授業における生徒の様相をさらに深く検討していき

たい。そこで本章では，前章の調査結果を踏まえ，分析

と考察の焦点を次の3点に絞ることにする:1)アンケー

ト項目に対する回答の傾向で.3つのクラス聞に統計的

に有意な差があるのか。あるとすれ』式それはどの項目

か。2)さらにはそのような差を生み出す要因とは何か。

3)それらの結果から示唆される，出店授業において注意

すべき点や改善点，力点は何か。

A B C 全体

1.担当した問題を解くこと

2.説明するための準備

ゑ実擦に入に説明するとと
，帽>"'恥-晶喝

4.特になかった

5.その他

計 40 34 38 112 

(1)アンケートに対する回答の傾向の差について

前章で見てきたように，アンケートに対する回答の傾

向には，ある程度の差が亮られ BクラスだけがAクラ

スとCクラスに比べて，比較的否定的な回答が多いよう

に思われた。そこで r1.担当した問題について」のアン
ケート項目と r3.出店学習についてJのアンケート項目
それぞれに対し，選択肢の数値を6段階尺度とすること

で，回答におけるクラス聞の平均値の差の検定(両個l験

定)を行った。その際，各群(各クラス)における回答

の分散比Fを算出し，等分散の検定結果によって，等分

散が確認されたときにはt検定を，等分散が保証されな

いときにはWe1chの方法を用いた(鎌原.1998)。その結

果だけを示せば表2のようになる。

このことから，平均値の差の検定と回答の度数分布を

考え合わせると，次の4点か涜計的に示されたと言える

ことになる。

この項目に対しては.r.実際に人に説明すること」を選
択する生徒が極めて多かった(A.:65%. B: 47.1%. C: 

ω5%，全体:58.0%)。やはり，出店授業の中心であり，

最も重要な部分である「人に説明することJは，多くの

生徒が困難を感じる点であったということであろう。ま

た， r.その他jを選択した生徒の回答は， r教室移動」や
「説明を受けることjなどであった。なお，複数の選択

肢を選んだ生徒もいるので，回答数の合計は必ずしも

計と一致していなしミ(計は，回答した人数を表している)。

(4)このような出店形式の授業について，今後またやっ

てみたいですか?

A 

1.絶対にやりたい

5.あまりやりたくない

5 
(125%) 

15 
(375%) 

17 
(425%) 

2 
(5.0%) 。
(0.0%) 

1 

(25%) 
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2.けっこうやりたい

6.制すにやりたくない

38 

この項目に対し，全体としては.77.7%の生徒が，肯

定的な回答を示し，逆に否定的な回答をした生徒は，
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表2.回答傾向に関するクラス間の差

IA一B]: [B-q : [C-A] 

11!-pffEF竺ぞ竺明明日竺烹日tJ\? ー----------------一一-----.i-JF1.しり___L_~:~._
。)担当した問題を人に説明する準備はしっかりとできましたか? I N.S. N.S. N.S. 
1トー 十

--竺竺]三t.:F<塑門町ヲ主三号竺男子烹竺計三一一-........................1-P:ー-:i:-H:竺--r-民
ω説明する前と説明した後では担当する問題の醜度は変わりましたか? I p<O.Ol ;p<O.01 1 N.S. 

(I)竺竺序竺旬開空芳子竺¥... :Jt.:竺雪¥?一一一一一一一一一一.一一…一.一一….一一.一一一.一.一--一一…….一一….一一….一一一一.一一一….一一…….一一…一.一一…….一一一一.一一一-J一一1旦ど三竺竺O映:竺9
3引I(ωD こωのよおうな拙出庖印形式鵡の牒は 数鮮学の物勉強蜘のた肋めlに防こ沈なる砧と思酌いま捌す拘カかE汁 ?川p<Oω附Dm1;υp<Oω仙.011 N.S. 
ωこのような出居形式の授業について，今後またやってみたいですか? lip<0.01 : p<0.01: N.S. 

(''N.S.''はクラス問の田容傾向に有意な差がないことを，“'p<O.01"は1%水準で有意な差があることを示す〉

. r説明する前と説明した後では，担当する問題の理解
度は変わりましたか?Jという問いに対し， Bクラ

スの回答は， AクラスとCクラスの回答よりも，否

定的である。

• rこのような出庖形式の授業は楽しかったですかむ
という問いに対し， Bクラスの回答は， Aクラスと

Cクラスの回答よりも，否定的である。

・「このような出庖形式の授業は，数学の勉強のために

なると思いますか?Jという問いに対し， Bクラス

の回答は， AクラスとCクラスの回答よりも，否定

的である。

・「このような出庖形式の授業について，今後またやっ

てみたいですか?Jという問いに対し， Bクラスの

回答は， AクラスとCクラスの回答よりも，否定的

である。

ω回答傾向の差を生み出した要因について
次に，このような回答の傾向の差が生まれた要因につ

いて検討してみたい。第一に考えられるのは，前述した

ように， Bクラスだけが時間の都合上， r出店準備Jの時
間として1時間分しか割り当てられなかったということ

であろう。しかしながら，そのことと関連する「担当し

た問題を人に説明する準備はしっかりとできました

か?Jという聞いに対するBクラスの回答は，他の2つ

のクラスと比べ，ある程度の違いは見られたものの

(4-1・2を参照のこと)，検定の結果としては有意な差を

認めるまでには至らなかった(前項を参照のこと)。そこ

で，回答傾向の差を生み出す要因を調べる別の視長とし

て，各項目の選択肢の数値を6段階尺度とし，ピアソン

の積率相関係数を算出することで，各項目間の相関関係

を調べることにした。表3と表4で，全体の結果とBク

ラスの結果のみを提示する。

表の網掛け部分は中から強程度の相関関係を表して

おり，そのような関係を示す項目の位置がほぼ同じであ

ることから，相関関係に関する全体の傾向とBクラスの

傾向は，ほぽ同様であることが分かった。また，それら

の関係は次のように図示できる。

図1.アンケート項目の相関関係図

一般に，相関関係から，因果関係を言うことはできな

いが，関連の時間性や合理性を考慮すれば今後また出

庖授業をやってみたいと思うかどうかは楽しいと思う

かどうか(楽しさ)，ためになると思うかどうか億季節

ということが大きな要因であると考えてよいだろう。実

際に，今後出庖授業をあまりやりたいとは思わないと答

えた生徒の理由を見てみると償料5参照)， rj説明する

のが難しい，大変，面倒くさいJという意見が大半を占

めており，出店授業に楽しさや意義を見出せていないこ

とが伺える。これは，出店授業について尋ねたアンケー

ト項目 8-1や3・2)に対するBクラスの回答結果と一致

する。

では，このクラスが，他のクラスと比べ，楽しさや意

義を見出せなかった原因はと、こにあるのであろうか。ク

ラスの雰囲気など，他の要因も少なからずあるであろう

が，やはり大きな要因は説明するための準備不足，ひい

ては割り当てた時間数にあるように思われる。「よく理解

できなかった解説について，その解説の何がいけなかっ

たと思いますか?Jという問いに対するBクラスの回答

は，他のクラスに比べ，説明の準備不足を直接的に記述

したものがほとんど、であった。これは，説明時における

細かな気配りの欠如を指摘するAクラスやcクラスの傾
向とは対照的である償料4を参照)0Bクラスにおいて
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表3.アンケート項目の相関関係(全体の結果)

1 

3-4.今後3・2.意義の!樹尋

1 
不明おわ母、 U 山

0.71 

3-1.楽しさ

1 

0.61 

ペ
バ
八
日

1
m
 

全体 1・1.問題の理解 1・.2.説明の準備 1-3.説明のでき 1-4.理解の変化

1-1.問題の理解

1-2.説明の準備

1-3.説明のでき

1-4.理解の変化

3・1.楽しさ

3・2.意義の感得

3-4.今後

0.49 

0.58 

034 

0.19 

0.21 

1 

0.26 

0.16 

今

3

0

0

1
W
5
…ュ

ω

凸
U
，

凸

U

0.28 

0.08 

0.17 

0.16 

036 

1 0.76 0.27 0.23 0.21 

表4.アンケート項目の相関関係句クラスの結果)

3・1.楽しさ 3-4.今後3之.意義の樹尋

1 

0.62 

1 

1 

0.16 

0.01 

0.24 邸nU
 

-0.10 

0.10 

-0.07 

果が.2時間を配分できた他の2クラスの結果に比べ，

極めて否定的であったことから，有意義な出庖授業を行

うためには，説明に対する準備をしっかりするために，

「出店準備に対し少なくとも2時間尚己分する必要が

あることが示唆される。出庖授業の中心は，やはり，他

の人へ説明することや他の人の説明を聞くことであり，

説明の準備がしっかりできていて初めて，説明すること

や説明を聞くことの楽しさや意義を感じ取ることカ?でき

る。

2)出庖準備における指導について

しかしながら，説明の準備をしっかりさせるためには

時間を十分に取るだけでよいということでもないであろ

う。実際に，全体的には肯定的なアンケート結果が得ら

れたAクラス.Cクラスにおいても，少数ではあるが準

備不足を指摘する記述が，アンケート結果の中に見られ

た。では，説明することや説明を聞くことの楽しさや意

義を感じることができるように，生徒に説明の準備をさ

せるためには，どのようにしたらよいのであろうか。ア

ンケートにおける自由記述から，次のような点に注意す

る必要があることが示唆される。

1 0.21 

は，用意した解説プリントをただ渡すだけで，説明をし

ない班も多数あったようであり，そのような状態では，

説明することや聞くことの楽しさ，さらには意義を感

じることなど到底できないであろう。つまり，時間数の

少なさによる，説明の準備不足が，このような結果を導

いたと推察される。

B 1・1.問題の理解 1-2.説明の準備 1ふ説明のでき 1-4.理解の変化

1-1.問題の理解 1 

1・2.説明の準備

1・3.説明のでき

1-4.理解の変化

3・1.楽しさ

3・2.意義の庭部等

3-4.今後 0.1ω 0.08 

。 もし自分だ、ったらどのような説明を受けたら分か

りやすいかを考えさせること。

。説明のためのプリントを用意させること。

。その際，図や表，具体例を多く入れさせ，立お晶

程や式のもつ意味を書くなど，工夫させること。
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ω総合的考察
以上で見てきたように，本研究において計画・実施さ

れた出店授業は.AクラスとCクラスに関しては成功的
であったが.Bクラスにおいては，決して成功的とは言

えないものであった。そして，授業後のアンケート結果

を通して，その要因を検討した結果.Bクラスにおいて

は，出庖授業(さらに言え}式説明すること)に対する

楽しさや意義を見出すことができない生徒が多数存在し，

それは，少なからす被業時間数の少なさに起因している

ものと思われた。以上のことを総合し，出店授業におい

て注意すべき点や力点の置き方を考えれば，次のような

点が出庖授業を実施する際の注意点として示唆される。

1)時間数の配分について

前述したように出店授業は大きく.r問題把握J.r出
店準備J.r出底本番」の3つの部分に分けられる。本研
究の結果から.r問題把握」と「出唐本番Jに対する時間
配分(ともに1時間ずつ)に関してはさほど問題はない

であろう。しかしながら 「出庖準備Jに関しては，都合

上1時間しか配分できなかったBクラスのアンケート結



く〉 プリントだけではなく，そのプリントに従って，

どのように説明するかも十分に考えさせ，練習させ

ること。

<> 出底本番においては，ゆっくりと説明するように
注意すること。。質問の機会を相手に与えるよう注意すること。
6.おわりに

本研究においては，出庖授業における子どもの様相を

探るという目的のもと，出底授業や事後アンケートを計

画・実施した。その結果，多くの生徒は出庖授業を肯定

的に捉えていることが分かった。アンケートにおける自

由記述には，これまでに述べてきたこと以外にも，例え

ば「みんなと一緒に問題を解くことができて楽しかったJ

や， r楽しく数学に取り組めたJ，rみんなに説明できると
いうめったにない機会を体験できた」といった，教師に

とって喜ばしい意見も多数あった。それらの結果を総合

して，今回計画・実施した出店授業は，全榊句に生徒の

資料1.出庖授業で使用した問題

1.正の整数を36で害IJった余りについて考える.次の間いに答えよ。

(1)1∞を%で割った余りは 7口であり，刻印で害uった余りは

イ口である.この場合，割られる数は3倍となっているが，余りは3

倍となっていない.

ω正の整数aを36で害uった余りをrとしたとき.3aを36で割った余り
をrの式で表すと

① 0孟r~l1 のとき3r

② 12孟r孟沼のとき.'Lコ

③ M孟r~35 のとき."[コ

。)正の整数a.bがあるoaを36で割った余りをr.bを36で割った余り

をsとすると.rとsの和は28であり.3aを36で割った余りとsが等し

い.このとき.rの値をすべて求めよ.

11.空の貯水摺A.Bそれぞれに1分あたり 3m3の流入量で水を同時に入れ

始めた.その後.Aでは一定時間締樋するごとに.またBでは一定量

の水が流入するごとに.1分あたりの水の流入量を1m3ずつ減少させたと

ころ，途中であぶれることもなく，同時に流入量が0となって終了した。

その結果.A. B にたまった水の量には4m3の差かでたa

このとき，料コにあてはまる数を求めよ。

(1)水を入れ始めてから流入量が0となって終了するまでの時間叫コ分

である.

ω貯水槽AI改まった水の量旺コ dである。

m.濃度が3%.5%. 6%の3種類の食塩水A.B. Cがそれぞれag.bg.

情意面に肯定的な影響を及ぼしたと言えるであろう。ま

た，本研究の考察から，出店授業において，説明するこ

とや説明を聞くことの楽しさや意義を生徒に感得させる

ためには，説明の準備をしっかりとさせることが必要で

あることが推察された。また，そのことに関連し，出底

準備に対する時間配分や指導上の注意点も示唆された。

今後の課題としては，そのような情意面に対する影響

だけでなく，認知面に対する影響も併せて検討すること

が重要な課題として挙げられる。また，調査対象を拡大

し，他学年や他校種の生徒に対して出庖授業を計画・実

臆することも興味深い検討課題であると考えている。

引用・参考文献

鎌原ほか (1卯8).[j'心理学マニュアル質問紙法J.北大

路書房.

福森ほか (2∞2).[j'数学1年指導書第2部詳説J.啓
林館.

渡遺ほか (1卯0).[j'ビギナーのための統計学i 共立出版

cgあるoAとBを全部唱ぜると45%の食塩水かでき.AとCを全部程

ぜると5.4%の食塩水ができる.次の間いに答えなさい.

(1) a : bおよびa:b:cを求めよ.

ω3種類の食塩水ん B.Cを全部混ぜると，何%の食塩水かできるか.

(夕食塩水ム B.Cからそれぞれ 84gの食塩水を取り除いて，残りを全

部混ぜると5.4%の食捌くかできた.混ぜ合わせたん B.Cそれぞれの

食塩水の重さを求めよ.

N. x座鼠 y座寝坊tともに整数である点を格子点という 2点A(O.2). 

B(4O. 62)のとき.AO. ABを2辺とする平行四辺形の内部について，次

の間いに答えなさい.

(1) x座擦が1の格子点の座標をすべて書け.

ω平行田亙形の内部にある格子点は全部でいくつあるか.

V.ある文房見苫では髭揮1本の値段は70円，ボールペン1本の値段は

50円である。錐閣ま10本買うごとに1本を無料でもらえる.このとき，

次の間いに答えなさい.ただし消費税は考えないものとする.

(1)鉛筆30本，ボ-)レペン6本を手に入れるために必要な金額はいくらか.

ω鉛筆とポーjレペンを合わせて何本か買ったときの代金は470円になっ
た.このとき，考えられる鉛筆の本数とボールペンの本数の組をすべて

答えよ。

(3)錐墜とボーJνてンを合わせて30本のときの代金は1790円になった.
このとき，鋭揮の本数とボールペンの本数を求めよ.
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資料2.アンケート用紙

出庖学習チzッヴシート 【4)置萌する院と腿酬した後で11.担当する聞週の・11111:11.わリましたか?

2'事.・$前

脱明を受けた問題の圃=解答...，脅@サイン量もらって〈ださい.自分たちの担当する聞週は
自分で妙インをLて〈ださい.

|問

u費棄に闘する7シケート3
' 担当した聞置について
。〉担当した聞.，ま舎ちんと翠錫することができましたか。

<D夫貧~，思甥で香た

oよ〈翠濁で'た
③ ~..らかといえば竃績できた
⑥ どちらかといえば理慢で ~1l'、，た

骨あまりよ(110，でp，"かョた
⑥ほとんど-で・Sかヲた

(2)担当した聞置を人に鑓朝する..I~ l..?か切とできま Lたか?

<D "'..t.<で・た
o ..，できた
13> どちらかといえばでeた
⑥ どちらかといえばでeなか雪化
⑤".l}J:(でe念a、。た
⑤自まとんどで・傘か雪た

(3)担当した問・を憶の人にラま〈腿明できたと思いますか?
<l)来賓う.，楓明でをた
②ラ怠〈飽明で・~
③ E色らかといえばうま〈陵明で曹た
⑥ どち~..といえばうま《簡明でき""勺た
⑤あまりうま《畿瞬で~"..勺た
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z解圏を関いた聞置について
(1)~圃の傭瞳を聞いて.その聞週をよ〈怠錫することができましたか?

"・..，咽."・...，
@求J!J;(H可E・<!)求."理隔でe企 @ホ..l<理縮で・.
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(2) ..<竃婦できた解揖1=ついて.その解凪の何がよかヲたと思いますか?できるかぎり鱒
し〈書いて〈ださい.

(3)よ〈理解でき敏かった解睡について.-t-由解轟の何がいけ1lかったとEいますか?で曾
るかぎり縛1.<奮いて〈だきも‘・

〈のごのよう1l1l1l1:.臨まの慢象について，今後またやョてみたいですか?

1幽虚"wについて
(1)=のような凶1l:";S:の極寒1;IlJしかラたですか?
<Dすご〈・l...?た
②け，こう.l.か9た
③ どちらかといえば・l."?た
@ どちらかといえば援し《怠か，た
⑤ "まり・l.'怠か。た
⑧ ..?た〈鋼慢し〈傘かった
(2)このような出膚鯵式のIUlI1.鎗竿の勉強のために診ると思い"すか?

(j)すご'''i
②作。こう"i
③ どちらかといえばなる
⑥ どちらかといえば怠ら傘い
骨あまりなら魯い
⑧'t:?1'=(傘ら怠い

(3)このよう信組底形式の鰻.で.一.苦労した点11，.んですか?
(j)橿盛l."悶値を鴛〈こと
o腿朝するため"..
③実線1=人に観司関すること
@嶋にcか勺危
⑤-to:l8< 

也Ie剛エやりたい
o .t。こうやψたい
③どちらかといえばや切たい
⑨ どちらかといえばや砂た'"い
⑤あまりやMた〈傘い
⑤絶均じゃψた〈怠い

(5)【4)について そう思うのはなぜですか?理由をで舎るだけた〈さん書いて〈ださい.

4 その也 .11や量見，.~.自血に書いて〈ださい.

資料3.アンケート項目 zω よく理解できた解説について，その解説の
何がよかったと思いますか?

((A組))・その式かでる前まで詳しく説明してくれていたから ・式の説明

を詳しくしながら，答えを出していたから ・重要な所をうまく説めいし

てくれた・ていねいで分かりゃすい・プリントにかいであるのを読む

より声で説明するのがよかった・順を追って，簡潔に説明がなされていた

.プリントにかいであることを読むだけじゃなくて，自分の言葉でいってい

たこと ・解説を図やグラフなと、にまとめであったこと。 ・説明の過程で，

なぜ，この記号を使って，こういう式がたてられるのかという，式をたてる

際に，その式がたてられる理由を言ってくれたから. ・プリントがわかり

やすかった。 ・図を書いてそれを例にして解説してくれたこと .こっち

の質問に対してきちんと答えてくれた. ・図やグラフなどにしであってよ

かった。計算式などをまとめわかりやすくしであった。こちらが哩窃苧するま

でまってくれた. ・図式化しであって，説明してくれたの杭分かりゃす

かった.その図が大きくて分かりゃすかった。 ・準備の説明に書いてあっ

たこと以外にも説明してくれたから ・例などをだしてくれたので分かり

やすかったQ •式だけじゃなくて，いろんな図とかを使って説明していた
ところ。.質問したら，きちんと答えてくれたこと。プリントなどもわか

りやすかった。 ・途中で「分かる?Jと聞いてくれて，質問させてくれた。
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-質問したら分かりゃすく説明をしてくれたこと.分かるまで待ってくれた

こと。 。模範解答をていねいに作っていて， 1つ1つ示しながら説明して

いた。また，解答に図や絵を入れていて，理解しやす1かった. ・プリント
に図を書いて説明をしていたところ。矢印などを使って説明を分かりゃすく
していたところ .プリントなどを作っていて，説明が詳しかったから. 

. 説明プリントがわかりやすかった.図で説明していたのがよかった. . 
一つ一つ寸箪に教えてくれたところ.理解の有無を確認しながら進んでくれ

たところ。.模範解答のプリントカわかりやす1かったし，ただそれを読む

‘だけじゃなくて，説明もしてくれたところ. ・図などを使って，ゆっくり

説明してもらったので，すごく分かりやすかった.

((s組))・図などを書いてくれて分かりゃすかった。ペースが合わせてくれ

た. ・ていねいに，細部まで説明しているから1つ1っせつめいしてくれ

たこと .自分できちんと問題をといて，人に完壁に説明できるようにして

いた・プリントにまとめであったり，ルーズリーフにかいであったりして，

何度も読み直せたので分かりやすかった。 ・多分，前の準備がよかったか

らスラスラ言っていて分かりやすかった.あと，時々 ， rここまで分かる?J
とか確認をしてくれ1こからよかった.文をちゃんと区切っている. .プリ
ントにわかりやすくまとめであった。それに補足して説明してくれたので，

すごく分かりゃすくなった・とき方とかをプリントにまとめていたとこ

ろがあって，わかりやすかった. ..わからないと思ったことを言ってもま

よわずハキハキこたえてくれた. ・解法をプリントにまとめたり，図を使

ったりして説明していたところ ・プリントを用意して説明してくれた
・莫煮をしっかりおさえて説明していた。あらかじめ解説のための用紙をつ

くっていた.細かい所までしっかり説明してくれたから. ・ゆっくり説

明してくれたこと. ・プリントにまとめる除詳しく書かれていたので分

かりやすかった.プリントにまとめるだけじゃなくて，説明もあってもっと

分かりゃすくなった. ・書いであることがどうしてそうなったのかを説明

してくれた・事前に解説をかいた紙を用意していた.最初にどうすれば答

かでるか，という全体像を示していた.

((c組))・わかりやすいようにまとめていたから ・答えをほかのプリント

に分かりゃすくまとめていること ・分からない人の立場に立ってやさし

く教えてくれた.解いているところを指をさして説明していたから . 

ていねいに説明していた.図などもいれていて，分かりゃすくされていた.

・書いてある式の意味を説明しながらする.説明しているところまで分かつ

ているか一度問う. .どうしてそうなるのかをしっかり説明してくれてい

た。説明プリントを作っていた。 ・相手がわかるまで何度も解説していた.

。方程式を立てる時にその数は何をあらわすかをくわしくおしえてくれた

・分かりゃすくほかのかみに図を書き説明していた. .ゆっくりわかるま

で説明してくれた・表やグラフをつかつて分かりゃすかった. .計雰の

ところもしっかり説明してくれた.ゆっくり説明してくれた。 ・細かい計

算式もちゃんと説明してくれた.あと，少し聞をおいて考える時間もくれた。

質問したら答えてくれたし，説明のやり方がとてもす寧だった. ・てし南

いに，ゆっくりと解説してくれたこと.プリントがあることによって，分か

りやすかった. ・書きながら説明してくれた.手ぎわ良く説明してくれた.
重要なところだけ説明。.準備がよくできていた.話し方を工夫していた.

相手が理解してから次へ進ん芯 ・くわしい説明してくれたし，グラフと
かも使って説明してくれjこから，わかりやすかった。.プリントを使って，

口で補っていたので内容が濃くなってよくわかった. ・すごくていねいに
教えてくれたから.プリントが用意しであって，それを見て解けた。質問に

答えてくれた。 ・すごい深いところまで説明してくれてホントにわからな

い所がなくなりました. ・プリントを作って，それで説明してくれたこと
・細かくポイントを説明してくれたこと。 。グラフとかなどを使うことに

よって分かりゃすく説明してくれたこと・プリントにまとめであったり，
問題をよむ開高があったりしたのがよかった。口で補って説明していたのが

よかった. ・分かるようにくわしく説明してくれjこから

資料4.アンケー卜項目 2ω よく理解できなかった解説について，その
鯖見の何がいけなかったと思いますか?

(<A組》・自分と解き方カ濯っていて，そこか閣と自分の考えた式とがあっ
ていなかったので，そこは気をつけようと思う。.プリントを読んでいる

だけだった・プリントにかいであることをただ読んでいただけだったか

ら ・解き方の順番カ扮かりにくいこと。 ・プリントにかいであることだ

け読んでいた. .ただFL閣をえんえんと読んだだけ・式をたてる際に，
なぜモの式をたてたのかという理由をあまり言ってくれなかったこと。あ

しまった. ・図をかいてほしかったり，式の横に何を求めたかをかいてほ

しかった.問題を理解してなかった. .，話すのが少し速かったこと. 

. 計算をはぶいて，少し急ぎめで早目だったこと. ・時間があまりなくて.

急いで説明したから. ・時間が少なくて急いで説明したので。

((s組)).細部まではっきりさせずに説明したから・プリントを手渡され

ただけだったから. .説明をいやいややっている・解説を簡単にすませ

たところ=プリントのみなど・プリントをわたすだけで解説してもらえ

なかったから ・準備不足とかその担当の人が問題をよく理解していない

.説明する本人があまり分かつてない点…. ・ずっとプリントを見て，こ

っちを見広い。.説明する本人もよくわかつてなかった長・準備がぜん

ふえできていなかった・プリントだけで口頭がなかった・その説明をす
る人がよく問題をわかつてない・プリントをくばるだけで終わったとこ

ろ ・自分で fあれ?Jとか「え?Jとか言いながら説明していたから.紙

をわたされて， n読んだらわかるけぇ」と言って，説明しなかったから ・
説明がだらだらしていて，どこが大切なのか長尚、りにくかった.

((c掛)・説明が書いてあるプリントカ読みにくかった. ・図がない.あ

まりまとめてない. .解説する人がその問題についてよくはあくしていな

かった. .ただ読むだけ・時間がなくて，てきとうだつた. .なんか

急いでいた・早い.理解する前に終わってしまう. ・話すのがはやい

+-だから，とうなる，という根拠をきちんと言ってくれjよかった. .問

題が難しい.説明が早すぎてついていけない.指示語が多すぎる. .プリ

ントに解き方を書いてそれをそのまま読むだけだったり，早口で説明してい
たのがいけなかったと思う. ・話が早く，それ以前にプリントの省略が多

かった.少しでも細かく，書いであった方が良いと恩われる.あとは相手に
対する姿勢です.見湿めが火事なので" rこれぐらいわかるだろう』という
よりも少し多く説明をした方か警部できる..説明する前に自分がよく理

解していなかった.準備が足りない.時司がなくて，急いで説明したから. 

. 時間がたりなかった. .問題か灘しかった.問題をはあくしてない..

プリントをもらって，説明もそんなにされてないのに自分で理解してって言
われて，あまり理解できなかった.

資料5.アンケート項目 3 (5) (4)について，そう思うのはなぜですか?

(<A掛(肯語句意思・人に説明する練習になるから.教え合うことで，
自分も理解し，相手も理解できるから .自分のためになる.人と協力して

できたときのうれしさ ・人に説明することによって，よりいっそう，自分

の考え方を深めることカfできたから. .自分でとくだけよりも，人に説明

できるようにすることで，自分の中でもっと理解できたから. ・一人でや
ると難しいR暖酌r，人に説明したり，説明してもらったりすると理解しやす
い・人から聞くと分かりやすいし，自分も説明すると身につくから・け
つこう楽しかったし，勉強のためになると思ったから. .準備に時品勃tか

かつて少しめんどくさいけ才1ど，他の人に『説明かできるJというめったに
ない機会を体験できたから.また，説明するのか策しかったから。.楽し
く数学にとりくめる .自分で説明することによって，より理解できるよう

になるから。 .• わからない問題でもわかりやすく説明してもらえるから. 
. 問題を解いたり，説明をするのは大変だけど，それで，自分の班以外の問

題の解き方がわかるのと，自分の班の問題でも再臨Zできるから. .問題
に解くだけではなく，説明することによってもっと深く理解できたから. 

. 教え合うことで，自分も理解し，相手も理解するから..楽しかったし，

自分が本当に理解できるまで，くりかえし問題を解くので，カになると思う

から.あと，説明する力もつくと思ったから .ふつうの授業とは違うやり

方で新鮮だし，人に説明する内に問題の理解を深められた気がするから.

・みんなで一緒に問題を解いたりするのカサごく楽しかったし，問題がよく

わかったから ・人に説明するのは難しいけど，けっこう楽しかったし自

分もよく理解できたからよかった. ・自分が解けTよかった問題でも 2，3 
人で解いて，人に説明したら.すごく分かるようになるから.また，友達に

説明してもらうと， r:なんで?Jと，質問しやすいから. .楽しかったか
ら。いろんな人の考え方がわかった気カ?するから. 。自らせっきょくでき

にもんだいにとりくむことができるから. .みんなで協力して1つの問題

を分かりやすく解くのか灘しいけどおもしろいからです.人に説明をして

「分かった!Jと言ってくれるのカ唱しかったからです. .説明し合うこ

とで，理解が深まるし，友達と解くと，難しくて大変な問題も楽しく解ける

から.また，やる気も出る. ・色々な問題についてよく理解できるように

なるから。自分がどれだけ理解できているか試せるから. ・出庖形式の授
業だと，世で協力してできるから。
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らえるから ・人に説明したり，説明されえりするのが楽しかった。.
人に説明することで自分もよく理解できるし，教えてもらうのもまたわかり

やすいし，楽しいから .楽しく，分かりゃすく説明してもらえるから。そ

れに，自分のためにもなるので，とてもいいと思う!授業の内容(みんなの

解答)か?っと頭に入るし，やりやすい。.楽しかったし，むすちかしい問

題を，自分で理解できて，しかも，他の問題もわかるから。

(仇組))倍定政措見J・時間が少ないので，あとで解説プリントを見るよ
うになる. ・人に問題の解き方を説明するのが苦手だから。事前準備が大

変だから .説明するのが難しかったから

((8魁~ (肯定的意見j・おもしろかったから。.けっこう面白かったか
ら ・説明をうまくする練習になるから .人に説明することで，自分自身

の理解度も上がるから ・みんなでかんがえるのが楽しかった・楽しく

勉強できて，人の解説も聞いて分かることがあるから ・人と話すのカ喋し

いから.わかってもらえるのがうれしかったりするから .楽しかったから

・人に教えることの難しさがよく分かったから.でもそれカ環しかったから.
.どうやったらわかりやすく説明できるか考えることができるから.人にわ

からないところをきいたら，理解できるように説明してくれて勉強になるか

ら

((8組))倍定的意見J・説明がめんどい・普通に授業をした方カt有意義
だと思うから ・証明の力がつくと思うカ1めんどくさい気持ちの方が強い
から ・普通にした方カtいい.説明を考えるのカ灘しい.説明をするのが

難しい。.時間がかかるし，やるまでの準備が大変だから.わかったとこ

ろを聞くのも，大変だったから ・難しい(問題をとくこと)難しい(説明
をすること)難しい鋭明されたことをすぐに理解すること)→いろいろと

大変・あまり楽しくなかったから.説明するのが大丸説明を考えるのが
大変・準備に時間がかかるし，他の斑の説明を早く理解しないといけない

から. ・全員が積極悦参加してなかった.ふさVて説明する人を見る
と，嫌な気分になるから.時間に追われてするのは嫌だから. ・時聞がた

くさんかかり，説明するのも大変だった.説明を聞くのも，わかりづらい所

lえもう一回きいたりしなくてはならないから.わかった所もきかなくて
はならないから ・説明を考えるのは大変だから.うまく説明するのは難し

いから.人に説明するのは割りとプレッシャーがかかるから.時間に追われ

るから.楽しいと思』コないから。

((C組))(下数回ヲ意見j・1つの問題を分かるまでずっと考えることで，理解

できるようになり，人に説明しようとすることでより，理解が深まるから

・人に教えるということは自分も理解できるし，理解しようとするので・

人に説明するためには自分がまずわからないといけないので自分にもいい

勉強になる・人に説明するカがよくつくと思うから ・理解度が深まる

し，別の解き方の発見があるから。.問題に共同で協力しながら取り組む

のがおもしろかった.説明してまた新たに理解できとても勉強になった・

みんなで解くのがよかった・面白い.自分とは違う解き方があったりする。

・色々なもんだいがとけるようになるから .難しい問題をがんばって解
く力がつくから.説明することによって，自分も相手も，もっとよく理解で

きるから。いろんな人との交流かできるから. ・人に説明することによっ

て自分の分からないところも分かって勉強になるから. .自分が他人に説
明することで，担当した問題を完墜に理解することかできたから.あと，他

人に説明しているとき，分かりゃすく説明しようとするから，どのように考

えたら解きやすいかとか考えれるから. .数学の問題を自分で解くだ吋で

なく，みんなで協力して解いたり，それを人に説明するまでの準備や実際に

説明してあげたり….こういうのも，また違う数学のカになりそう ・おも

しろかったから。説明したりするのが数学の力になりそうだから.説明

するのは人にわかりやすい言葉で話すのはたいへんだから時間もかかるの

で，計算力をつけたりするのにはあまり適していないけど，説明することに

よって理解力が高まるから，応用力拭あがるのでいいと思うから. ・た

だ授業を聞いているだけではなく自分達で考え，教え合うっていうのがとて

も良いと思ったからです。それに，人に説明できるよう，考えるので解き方

にも工夫したりできるから。 ・みんなで楽しくやれるから.むずかしいの
も解けるから。.自分カ?するやり方以外にもいろんな人のやり方がわかる

から。 ・人に説明することによって，自分が本当に理解できているか再確

認できるので。.お互いに説明しあうのは勉強のためにもなったから. 

. 楽しみながらできるから ・問題を考えるのが楽しいから

((c組))倍定的意思・準備がたいへん.なかなかλJがこない・つま
らない・時聞が少ない.ふつうに問題をとくほうが理解できると思う. 

. 時間どおりに終わらなかったから。

部ヰ6.アンケート項目 4そ制也慰Eや意見広ど，自由に書いてくださ

((A組)).問題を解くだけと誰かに説明できるというのは完ぺきに理解し

ているということだと思った. ・人に教えることは難しいことだけど勉虫

になりました。 ・自分でわかっているでも，人に説明すると，わかってい

ないところがあって，とても難しかった・今回，久しぶりに，他の人に「説

明をするJことをしましたが，なかなかうまくいきませんでした.途中で「え

ーとJとか行ってしまい，説明があまりスムーズにできませんでした.説明
することはこんなに難しいとは思っていなかった。また機会があれば今

度こそ，鮒号のできる説明をしたい。 ・自分で理解することは簡単でも人

に説明するのは難しかった。 ・短時間でみんなに説明かできてよかった.

やっぱり説明するのはむずかしいと思った. .わからない問題がわかるよ

うになってよかった. ・なかなかよかった。 ・よかったです。 ・教室

がちがって新鮮だったしワイワイできて楽しかった。 ・もう少し，問題を

説明する時間があったらいいなぁと思った. .楽しかった.かなり問題が

難しかったのか苦しかった. ・もう少し時聞が欲しかった. ・数学はい

つも1人ぽっちで解くけど，出底授業はみんあで楽しく解いたから，数学が

おもしろくなりました。 ・大変だったけど，楽しかったです. .みんな

の説明をきいて，問題が要部雰できたからよかった.説明もなんとかうまくい

ったからよかった.いろいろじゅんびしたのが大変だった. ・初めてで緊

張したけど，楽しかったです.自分かできた問題を他の人に説明するのって

難しいな~と思いました. ・難しい問題もあって大変だったけど分かって
良かったです.人に説明するために分かりやすく解くのは大変だけど分かつ

たといってくれて嬉しかったです..1人で解く時と違って，なんだか楽
しかった.解説を人にするためには自分でよく理解しなければならないと

思い.よく確認することができた.またこういった授業をすることで，数学

を楽しくすることがやる気にもつながるように思う. ・数学の難しい問題

を解いたり，説明したりすることによって，いつもよりもよく理解できて，

よかったです.またやりたいと思いました. 。色々な問題の説明か胃けて

楽しかった.説明するのが一番楽しかった.みんなか冥剣に説明を聞い

てくれたのがすごく嬉しかった.また是非やりたいです. ・出庖問題は

はじめてやったけれど，みんな，いろいろ工夫していて分かりゃすかったし，

自分では全然わからなくても，教えてくれる人の一言で，わかるようにな

るのカ1すごかったです.

((8組)).問題かrtl'ずかしかった. .もっと時間加ましかった・僕は
問題を解くとき，頭の中で言葉が行きかっている.それをそのまま，人に説

明すると，案外うまくいく，ということが分かった. .時間が廷りない・

もう少し準備の時間前必要でした. .いやなところもあったけど，友達と

回れたのでちょっと楽しかったです. .時聞が少なかったので，もう少し
時間をとってほしいです. .時間が足りなくて，あまり問題を理解してい

ないまま説明を聞いてしまった.説明はわりとうまくできたと思うけど.も

う少し準備に時間をかけたらよかったと思う. .，説明する側慌〉よりも

相手の方がよく知っていて….もうすこし，その問題について考えてからし

ないとダメだなあと思う。 ・時間カ思じかった.実際人の前で説明するの

は大変だった.

((C組)).• 実際に説明すると難しかった・また，ぜひやってみたいです.
・せわしなかったの万待問がもっとあったほうがいいと思う. ・よかった
こと…他のグループの問題を上手に説明したこと.よくなかったこと…自分

のグループの問題がよく分からなくてうまく説明できなかったこと。.ま

た出底授業をやりたい。 。今回は時晶守がなくて問題をあまり教えてもら

う時間がなかったので.今度できたら，町掴扮をしっかりしたいと思いま

す'. .一気に何問も問題純揮できて嬉しかった.またやってみたいと思

う.今回は時間が少ししかなかったのでもっと多くほしいと思った.あと，

私は人に説明しているときにやっと問題を理解できたかんじだったから，も

っと早いうちに理解して，分かりゃすい説明がしたいと思う. .楽しかっ

た. .問題は難しかったけど，ちゃんと理解できたし，説明もなんとかで

きてよかった.こんどはもっと時間がほしい。.楽しかった.でも，時間
が短い .問題めtもう一度理解できて本当によかった..1人にしか.説
明できなかった.まわる時も時聞がたりなくてあせって集中して説明がきけ

なかった.お互いの意見も交換でき，違った考え方なども発見できるので

とても良かったです.時間がなくて2人にしか説明しませんでしたカ敬える
のはとても難しかったです.でも機会があればまたやってみたいと思いまし

た. .また機会があればこのような授業カ?できればいいなと思います
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